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研究成果の概要（和文）：学習環境や専攻などが様々に異なる国公私立５大学において同一のeラーニングシス
テム及びラーニングマネジメントシステム（以下、LMS）を用い、英語ｅラーニングにおける学習の「量」
「質」「継続性」の観点から、理想的な学習者とはどのような学習者であるのか、彼らにみられる「自律的学習
行動」にはどのような特徴があるのかについて研究を行った結果、比較的少ない量を比較的短い間隔で学習する
学習者であろうことが示唆された。言い換えれば、１週間の決まった日時に決まった量を学習する学習者が、学
習量や学習効果の点でより理想的であることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：With the use of the same English e-learning system in various university 
settings, what kind of learners are "ideal learners" and what kind of autonomous behaviors are 
observed among them were investigated. As a result, it was demonstrated that ideal learners have a 
tendency to study relatively small amount of tasks at relatively short intervals. In other words, 
those who study a relatively small but definite amount of tasks on definite days of the week are 
considered “ideal learners” in terms of quantity and effectiveness of learning.

研究分野：英語教育

キーワード： ｅラーニング　英語教育　自律的学習者
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１．研究開始当初の背景 
 本申請で使用する英語ｅラーニングシス
テム及びラーニングマネジメントシステム
は、申請代表者が勤務する広島市立大学に
おいて 14 年前から開発、実施、改良を続
けているものである。このシステムは、コ
ンピュータネットワークを通じてリーディ
ング、リスニング、文法問題を大量に学習
するものであり、受講者は約８週間、毎日
約 1時間コンピュータの前で学習し、受講
前後に受験する TOEIC で自身の英語力の
向上を確認する。その結果、例えば広島市
立大学国際学部学生の場合、受講前 TOEIC
スコア平均約 450点から 8週間の受講で平
均 80 点ほど向上し、英語にそれほど関心
のない情報科学部・芸術学部でも 50 点ほ
どの伸びをみせる（青木・渡辺 2000；青
木・渡辺 2002；渡辺・青木 2001）。 
申請代表者は、平成 18〜20 年度科学研究
費補助金「多様な大学環境における英語 e
ラーニングの効果とラーニングマネジメン
トの研究」において、九州大学、広島大学
をはじめとする国公私立 5大学で上述の英
語 eラーニングシステムを用い、その学習
効果について研究を行った。学生の自主的
な管理にまかせる自学習型、自学習に加え
て週に１度教師との対面授業を交えるブレ
ンディング型など、大学により学習環境や
ラーニングマネジメントは様々であったが、
自学習型、ブレンディング型を問わず、英
語力が向上している学習者の特徴として、
学習量が豊富なこと、学習がコンスタント
なこと、適切に学習していることなどがみ
られた。逆に、英語力の向上がみられなか
った学習者については、学習量をこなして
おらず、締め切り間際の駆け込み消化が多
く、英文をしっかり読まないあるいは音声
をしっかり聞いていないなどの不真面目な
教材消化が指摘された。つまり、学習の「量」
「質」「継続性」をいかにきちんと確保でき
ているかが学習の成否を分けていることが
明らかになってきた。 
 このような研究結果を踏まえ、平成 21
〜23年度科学研究費補助金「多様な大学環
境における英語ｅラーニングの学習の量と
質を向上させるラーニングマネジメントの
研究」においては、学習の「量」「質」「継
続性」を向上させるためのラーニングマネ
ジメントのあり方を明らかにすることを目
的に、九州大学、名古屋大学をはじめとす
る国公私立 7大学で、上述の同一英語 eラ
ーニングシステム及び LMS を用いて、ラ
ーニングマネジメントのあり方を探った。
大学によって様々に異なるラーニングマネ
ジメントの効果を比較した結果、比較的短
い間隔で学習進行を管理すること、つまり
単なる学習ノルマ設定よりは月単位の管理、
月単位の管理よりは週単位の管理のほうが
量的に豊富な学習を担保することや、一定
期間ごとに学習したことのテストを行った

ほうが質的により適切な学習につながるな
ど、より厳しい学習管理が有効であること
が明らかになった。 
 以上述べてきたように、申請者代表者ら
のこれまでの研究は、同一のｅラーニング
システムを使用しているにもかかわらず、
各大学でのラーニングマネジメントにはど
のような違いがあるのか、ラーニングマネ
ジメントの違いが学習の「量」「質」「継続
性」の確保にどのような影響を及ぼすのか
を探ることを主な目的として行ったもので
あった。言い換えれば、教師が学習者の学
習を管理することと、学習の「量」「質」「継
続性」を確保することとの関係を明らかに
しようとする研究であった。 
 その一方で、どの大学においても、ラー
ニングマネジメントに促されて学習「させ
られる」のではなく、学習進行などを自己
管理し、設定された学習量（ノルマ）以上
を適切に消化する学習者、すなわち、理想
的な学習者が一定程度存在した。e ラーニ
ングは「いつでもどこでも」学習できるか
わりに、「先延ばしで結局やらない」ことに
つながる場合が多い。自律的学習者の養成
はいかなる教育にとっても大きな課題の一
つであるが、往々にして監視の目がなく自
主的な学習を要求する eラーニングこそ、
学習者の自律性が強く要求される学習でも
ある。つまり、厳密な学習管理のもとでの
英語力向上だけでなく、管理されずとも自
主的に学習を行う学習者、つまり自律的に
学習をコントロールして英語力向上を図る
学習者の育成が eラーニングにおいても大
きな、そして最終的な目標となる。 
 以上のような問題意識から、本研究を行
うこととした。 
 
２．研究の目的 
 本研究ではまず、英語ｅラーニングにお
ける学習の「量」「質」「継続性」の観点か
ら、理想的な学習者とはどのような学習者
であるのか、各大学で作業的に定義するこ
とから始め、その定義にもとづく理想的学
習者を識別・抽出し、彼らにみられる「自
律的学習行動」にはどのような特徵がある
のかを明らかにするとともに、理想的学習
者以外の学習者（非理想的学習者）の学習
行動とどのように異なるのか分析すること
を第一の研究目的とした。具体的には、
LMS（ラーニングマネジメントシステム）
に蓄積されたデータから、学習頻度、学習
間隔、一度にこなす学習量など、学習の「量」
「質」「継続性」のコントロールに関わるデ
ータを詳細に分析するとともに、アンケー
ト調査やインタビュー調査も行い、理想的
学習者の意識的・無意識的な「自律的学習
行動」を詳細に記述することとした。同時
に、理想的学習者とは言えない学習者につ
いても同様の分析を行うとともに、彼らの
自律的学習行動を阻害する要因や学習上の



困難点についても分析することとした。そ
して、各大学の理想的学習者に共通する本
質的な「自律的学習行動」、非理想的学習者
に共通する望ましくない学習行動を明らか
にすることとした。 
 その上で、明らかになった理想的学習者
の「自律的学習行動」の特徵にもとづいて、
非理想的学習者に自律的学習行動を促し、
理想的学習者へと変容させるための介入の
あり方を探るとともに、そのような介入に
より自律的学習行動が増加し、理想的学習
者の割合を増やすことができるのか、また
学習者の意識がどのように変化するのかを
実証的に検証することを第二の研究目的と
した。具体的には、理想的学習者がどのよ
うな「自律的学習行動」を取っているかに
ついて、非理想的学習者に具体的に教授す
ることや（直接的介入）、学習者が自身の学
習を客観的に診断し、修正するのに役立つ
ような各種データの提示を行うといったシ
ステム的サポート（間接的介入）など、ど
のような介入が自律的学習行動の促進に効
果的であるかを探り、そのような介入が自
律的学習行動の割合を増加させることがで
きるのか否かを検証するとともに、学習者
の意識がどのように変容するのかについて
も併せて分析することとした。 
 
３．研究の方法 
【平成 25年度】 
・「理想的学習者」の定義 
・「理想的学習者」の抽出 
・「理想的学習者」における「自律的学習行
動」の識別 
・「理想的学習者」とは言えない学習者につ
いての分析 
【平成 26年度】 
・「自律的学習行動」の養成実験（直接的介
入） 
・「自律的学習行動」の養成実験（間接的介
入） 
・学習者の意識調査 
・学会発表 
【平成 27年度】 
・「自律的学習行動」育成実験の再試行 
・学習者の意識調査 
・学会発表 
・研究のまとめ 
 
４．研究成果 
 まず、英語ｅラーニングにおける理想的学
習者の自律的学習行動を識別するため、①何
日ごとに学習しているか（リスニングまたは
リーディングの学習を行った日から次の学
習日までの間隔の平均値を算出）、②１日ご
との学習量はどのくらいか（リスニングとリ
ーディングの１日ごとの課題消化率の学習
期間中の平均値を算出）を算出し、コンスタ
ントな学習者を特定した。その際、学習安定
度（１日の学習量を学習日数間隔の標準偏差

を平均値で上下に分け、標準偏差が小さい方
を「安定的」、大きい方を「不安定的」とす
る）、②消化率（最終的に課題の何％を学習
したのか）、③適切率（学習を一定の基準を
満たして「適切に」行ったか）、④学習時間
（学習期間内の総学習時間）、⑤音声確認率
（リスニングについて、不正解時に解答確認
画面で音声を再生確認した率）、⑥テスト伸
び率（TOEIC または CASEC のスコア伸び率）
も併せて検討した。 
 その結果、学習安定度については、グラフ
の左下（１度に少しずつ、頻繁に学習してい
る学習者）の方が「安定的に」学習している
傾向が示された。適切な学習量については、
ノルマ以上の学習をする学習者は日数間隔
が他に比べて短いことが示された。適切さに
ついては、全体的に見れば、１００％の適切
さの学習者は右上の方には少ないことが示
唆された。学習時間については、グラフの
左下の方が時間をかけて学習している傾向
が示された。音声の再確認については、強
い傾向は示されなかったが、全体的には上位
は左下に多い傾向が見られた。客観テストの
伸びについては、いくつかの大学では、伸び
についてもある程度上位は左下に多い傾向
が見られた。 
 本研究のまとめとしては、「理想的学習者」
は、グラフの右上よりも左下に存在する可
能性が示唆された。つまり、「理想的学習者」
は、比較的少ない量を比較的短い間隔で学習
する学習者であろうことが示唆された。言い
換えれば、１週間の決まった日時に決まった
量を学習する学習者が、学習量や学習効果の
点でより理想的であることが明らかになっ
た。 
 今後の課題は、上述の「理想的と思われる」
学習者の学習行動についてより詳細に分析
するとともに、このような学習行動の背景に
ある意識について探ることである。 
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